
 

2018 年度 (平成 30 年度) 事 業 報 告 書  

（2018 年(平成 30 年) 4 月 1 日～2019 年(平成 31 年) 3 月 31 日） 

 

                 特定非営利活動法人こまちぷらす  

I 事業の活動報告 

法人運営 6 年目となる 2018 年度(平成 30 年度)においては、次の四点に注力して、事業を推進してきた。一点目

は、「こまちカフェ」において子育て当事者が話せる場をつくり続け、生の声を拾い、多くの人に伝えるという

ことである。特に、この場が安心できる場・活気のある場になるよう毎日の場を丁寧につくってきた結果、様々

なこまちパートナー（ボランティアメンバー）からの提案や企画が生まれた。新たに不登校をテーマとした事

業を立ち上げることもできた。また、SDGｓの視点を取り入れた離乳食教室、SDGｓの観点を取り入れたもの

づくり企画等、子育ての悩みの解決とは違うアプローチで、異分野異業種のパートナーシップで孤立した子育

てをなくしていくことに挑戦することもできた一年だった。ウェルカムベビープロジェクトにおいては、生ま

れたばかりの赤ちゃんとそのご家庭に届けている出産祝いの箱詰め作業を保育園児や地域の方と実施したり、

背守りを地域のサービス付き高齢者住宅の方々と縫ったりと、地域の様々な方が関わる接点を増やすことがで

きた。二点目は、日本財団の助成事業で NPO 法人 CR ファクトリーと協働で実施してきた「居場所への参画

のデザイン」の研究実践プロジェクト最終年度として、他地域展開に力をいれたことが挙げられる。「まちの担

い手がいつのまにか地域で増えていた」という状況を多くの地域でつくっていかれるよう、県内外６つの自治

体と協働で連続講座やワークショップ等を設計した。また、企業とも協働で企業内遊休空間を活用した市民参

加の仕組みづくりにも挑戦した。居場所にコーディネーターが育つこと、コーディネーションにより活力のあ

る居場所ができ多くのまちの担い手が生まれること、またそれらのコーディネーションを受益者負担と地域負

担（寄付や協賛）によって支えられる可能性を示し、講演等通して 500 人以上の人と共有をした。三点目は、

居場所への参画が孤立の解消や子育てにどのような影響を与えるか等をより明確にし、官民問わず多くの主体

にその価値が認められ支えられるよう、価値の可視化につとめたことである。早稲田大学の石田光規教授及び

そのゼミ生とともに、150 人へのアンケートを実施し実態を把握し、居場所への参画ともたらす効果について

示すことができた。最後に、上記すべて事業の実施継続に不可欠な組織基盤をより強化するために、こまちカ

フェ店長、渉外担当等新たにポジションをつくり権限の積極的な委譲、部門を超えた連携を強化するためのミ

ーティングの強化、毎月実施する研修等を通して人材の育成等に努めた。 

 

 ＜事業内容＞ 

Ⅰ 子育て情報の提供  

１．  地域子育てカレンダー事業 

・内容：【概要】地域の子育て情報を、地域子育て支援拠点との連携により収集しネット上に毎月 100 件ほど

データベース化しネット検索できるよう掲載。地域別、テーマ別、キーワード毎に検索ができるように

なっている。自宅からなかなか出られない出産直後や転入など、地域情報にたどりつき辛い子育て当

事者に向けて、地域の施設が発行しているチラシ情報をネット上で検索できる状態にすることで、孤

立の解消につなげることが狙い。拠点運営法人より受託、実施。 

   【今年度の成果】 

       4 名のこまちパートナーの方にチラシを元に入力をしていただき、最終チェックをした上でチラシデ

ータを掲載して公開してきた。今年度は効率の良い入力によって、直近のイベント情報の入力への対

応もできるようになり、より多くの情報を発信できるようになった。0 歳児の保護者から「地域こそ

だてカレンダーを見て参加できそうなものを確認しています」という声をいただくこともできた。 



・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区内 

・従事者人員：5 名 

・受益対象者：区内外の母子中心に、のべ 10,000 名程度 

・支出額：197,813 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．  とつかの子育て応援ルームとことこ 情報スペース運営事業 

・内容：【概要】年間約 1 万人以上が来場する、戸塚区役所内にある子育て情報発信及び託児機能をもつ施設

において、情報発信スペースの運営を拠点運営法人より受託、実施。１人の情報コンシェルジュが常駐

し、月間 100 件ほどの相談を傾聴、区役所の窓口含め必要な支援や情報に案内している。ベビーカーレ

ンタルや体重計の貸し出し等も実施している。 

   【今年度の成果】 

今年度は、産前産後の情報を収集し、その制度やしくみに情報スタッフの言葉で説明を加えることで、

見やすい掲示を作成することができた。足を止めて見ていく方が少しずつ増えている。 

また、赤ちゃん訪問員がとことこのリーフレットを配布してくださっている事やベビーカーレンタルが

生後１カ月から利用可能である事もあり、0 歳を連れた親子も比較的多く立ち寄って行かれる。利用者

の中には、体重計利用から授乳や発育に関する相談につながるケースもあるため、特に 0 歳児は必ず声

をかけるようにした。 

相談内容は多岐に渡り、地域の遊び場に関することが約 40％、幼稚園保育園に関することが約 25％。

情報提供が主だが、中には家庭の問題や子どもの障害の悩みなど傾聴を求められる場面もあり、丁寧な

対応を心がけた。 

更に、幼稚園の選び方、パパ講座、防災、外遊び、夏休みイベントなど、季節に応じた掲示を心がける

など、利用者にとってより役に立つ場であるよう工夫を重ねた。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 16-17 

・従事者人員：5 名 

・受益対象者：区内外の母子中心に、のべ 15,594 名 

・支出額：1,996,789 円 



       

    とことこ内クチコミの壁掲示                  産前産後のご案内 

 

 

３．子育て情報冊子販売 

・内容：【概要】これまでに作成した子育て情報冊子等の冊子を販売。 

【今年度の成果】 

約 20 冊販売。2015 年～2017 年にこまちぷらすが冊子にまとめた地域の子育て情報やファンドレイジ

ングについての情報を、紙媒体を通して伝えることができた。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：1 名 

・受益対象者：区内外の子育て中の親子を中心に 22 名程度 

・支出額：30,689 円 

 

 

II. 子育てをしている人、子ども、地域の人が思いを言語化し、つながりをサポートする場づくり 

・内容：【概要】日祝日を除く毎日（月曜日～土曜日）戸塚駅から徒歩７分のところでこまちカフェという

居場所を運営。飲食の提供、雑貨の販売、イベントを通して子育て中の母親のリフレッシュや外出動

機の創出、仲間作りのきっかけづくり、気持ちを言語化できる機会づくり、新たな情報や視点との出

会いの場をつくっている。当事者や支援者・企業・行政等様々な主体の人の「ニーズ」や「できるこ

と」が集まり、コーディネーションをしながら活気のある場をつくっている。この部門では主に、飲

食の提供を通した豊かな居場所づくりをしている。 

【今年度の成果】 

日々安定して居場所を運営ができるよう注力した。中でも飲食においては、感動のあるメニューが子

育て世帯にとってのリフレッシュとなり、外出動機にもつながるため、安定した品質管理と衛生管理

に気を付けながら日々営業した。また、カフェホームページや LINE@の開設など行い、カフェに来た

ことがない方が足を運びやすくなるように広報にも力を入れた。また、店内に設置したアンケートを



通して来店者の声を拾うなどの工夫を重ね、授乳スペースの明るさを改善する等、日々の改善につと

めた。 

また、補助金等に頼らず自主財源で運営している居場所のため、常にコスト意識をもった運営が求め 

られていることを踏まえ、他団体に視察に行ったり、在庫管理方法の改善をおこなって一人一人がコ

スト意識を持てるように工夫をしたりと、各スタッフが運営実態を把握し地道な努力を重ねた。特に

離乳食の持ち込み対応については、飲食店として安全性を保ちながらも受け入れを継続できるよう議

論し、衛生管理を再度見直し、更にはスタッフ同士での勉強会等も実施した。 

特筆すべき点としては、子どもたちの未来のために小さなカフェからできることを考え、環境に配慮

したストローへの変更（プラスチックストローの廃止）や地域の作業所の方に食器づくりを依頼する

など、SDGｓの視点を取り入れ、パートナーシップで居場所の継続ができるよう様々な取り組みを実

施したことも挙げられる。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：40 名 

・受益対象者：区内外の母子中心に、のべ 9,140 名程度 

・支出額：11,325,659 円 

   

提供している季節のドリンク              こまちカフェホームページ 

 

 

 III. 社会から孤立しがちな当事者・支援する人の学びあい事業 

 

１．発達障がいをもつこどもの親を対象に情報発信・イベント実施 

・内容：【概要】毎月１回、お子さんの発達に不安を持つ親、支援者、当事者の方が集まり、お話会と依頼した

講師による勉強会を交互に開催。 

【今年度の成果】2018年は作業療法士の先生をお招きしての勉強会や先輩ママに聞く会など開催した。

ポンテという区内のネットワークの会にも月一回参加し情報交換をしている。 

・日時：4 月 6 日、5 月 11 日、6 月 1 日、7 月 6 日、8 月 3 日、9 月 7 日、10 月 5 日、11 月 2 日、12 月 7 日、

1 月 11 日、2 月 1 日、3 月 1 日  

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：5 名 

・受益対象者：区内外の母子中心に、のべ 125 名程度 

・支出額：78,500 円 



2．多世代カフェ「えんがわ」 

・内容：【概要】認知症カフェとしての取り組みから始まり、多世代交流カフェと形を変えて開催してきたが、 

2018 年 10 月からは、対象をダブルケア（子育てと介護）の方を中心としたものに変更した。 

【今年度の成果】 

子育て世代が直面する親の介護について、必要な情報に出会えることや自身の思いを話し合える場と

すること、「子育ても介護も一人で抱えない」「介護者が自分自身を大切にする」ことを目指し活動し

た。具体的な実施内容としては、介護施設の見学会、「看取り」についてのお話会、認知症サポーター

養成講座、自分や親の将来についてのお話会などを実施した。特に介護施設の見学会については、2018

年度は夏休み期間に子どもと一緒に参加できる内容とし、子ども世代と親世代が共に考える場となっ

た。また、看取りや認知症について考える企画には介護従事者の参加もあり、他の参加者にとって専門

家の体験談や思いにふれる貴重な機会にもなった。 

・日時： 4 月 20 日、5 月 23 日、6 月 15 日、8 月 22 日、9 月 21 日、10 月 19 日、11 月 16 日、 

12 月 21 日、2 月 15 日 （計９回開催） 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：3 名 

・受益対象者： 子育て中の方、介護中の方、支援者等、のべ 56 名 

・支出額：18,780 円 

 

    

 

 

3．  聞こえないママ×まちプロジェクト 

・内容：【概要】聞こえない子育て中の母親が、聞こえる人たちと一緒にまちづくりを考える会。 

【今年度の成果】 

 2018 年 3 月に完成した啓発冊子を、4～5 月の間に子育て支援に関わっている方や施設に配布したり、

SNS で広報したりした。遠方からのお問い合わせに関しては郵送にて対応するほか、横浜近隣の方に

はイベントへの参加を打診したところ、冊子を求めがてらご参加くださった方もいらした。6 月に活動

を法人の活動から切り離し、団体としての独立を果たした。 

・日時：4 月 13 日、5 月 13 日  

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：1 名 

・受益対象者：きこえない母親及びきこえる市民のべ 12 名 

・支出額：103,424 円 



４．「～不登校・ひきこもりの親ができること～ほっとひと息金曜日」 

（不登校・ひきこもり学齢期児童の家族向け事業） 

・内容：【概要】月 1 回金曜日午後、年 2 回土曜日夜に、不登校ひきこもり児童・生徒（学齢期）の家族の方

がお互いの今の心情を安心して話すことができる場を提供。 

【今年度の成果】 

４月より新たにこの事業を立ち上げることができた。不登校・ひきこもりの子を育てた経験のある方

の話を聞いたり、不登校経験をした当事者の方の話を聞いたりすることで、気づきや安心感を得、子ど

もを取り巻く大人が自信と元気を取り戻すことができるよう努めた。7 月には成澤俊輔氏の講演会を

開催。30 名の方にご参加いただいた。不登校・ひきこもりの子どもの将来や仕事についての不安が和

らぎ前向きな気持ちになったという声を多くいただいた。戸塚区ふれあい助成金の助成を受け、地域

との連携を深めながら実施。こまちパートナーや不登校経験の子を持つ先輩お母さんたちがボランテ

ィアとして活動を支えてくださった。ポンテという区内のネットワークの会にも月一回参加し情報交

換をしている。 

・日時：4 月 27 日、5 月 18 日、6 月 22 日、7 月 27 日、8 月 24 日、9 月 28 日、１０月 26 日、11 月 30 日、

12 月 8 日、12 月 28 日、1 月 25 日、2 月 22 日、3 月 9 日、3 月 22 日 

・従事者人員：1 名  

・受益対象者：不登校児童の親、支援者など、のべ 55 名 

・支出額：69,190 円 

 

 

IV. 社会とつながりたい人が社会で活躍できる場・貢献の場を見出すためのチャレンジ事業 

 

１．特技を活かし、地域に貢献を考える子育て中の母親に対するサポート事業 

・内容:【概要】こまちカフェにて、イベントスペース・カフェスペース・レンタルキッチンの貸出を通して起

業支援や情報発信支援を実施。アウトリーチ事業として、イオンスタイル東戸塚店において「こまち

パーク」というおしゃべりできる場を出張型で毎週金曜日に企画、実施。 

【今年度の成果】 

  平成 30 年度は 39 名の方がスペースを契約してくださり、こまちカフェの場を使って情報発信や地域

の子育て中の親子の仲間作りの機会を共につくってくれた。このスペース契約者同士の交流会を今年

度は 2 回行った。それぞれのイベント開催についての想い、工夫や悩みを共有し合える機会となっ

た。また、イベントスペースの断熱工事を多くの方々のご寄付で施工することができた。 

毎月配架しているイベントチラシについてはリニューアル後、パートナーさんたちの意見をお聞きし

ながらさらなるブラッシュアップをする機会をもった。 

また、イオン東戸塚店にて毎週金曜日に開催している「こまちパーク」では、0 歳児の子どもを持つ保

護者と 0 歳児のきょうだい、および妊娠中の方に、おしゃべりを通して情報を得、子育て中の疑問や

悩みを和らげていただけるような場を提供した。8 月末には戸塚区消防署三浦文江様によるイベント開

催。「災害に強いママになろう！～子供を連れて乗り切るために～」と題し、幼い子どもを抱えて有効

に避難する方法などを学んだ。10 月にはにじいろ保育園品濃町園長をお迎えしミニ講座「赤ちゃんと

のスキンシップと生活習慣」を開催。普段意識して考えていないことについて気づきがあったという

声をいただいた。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 



・従事者人員：5 名 

・受益対象者：起業、教室開催を考えている方及び一般市民等、のべ 2,100 名程度 

区内外の 0 歳児母子と 0 歳児のきょうだい、妊婦、およそ 350 名 計のべ 2,450 名程度 

・支出額：2,185,243 円 

 

  

イベント契約者様の交流会          イオンスタイル東戸塚にて開催の「こまちパーク」 

 

２．子育て中の母が特技を活かし生きがい及び仲間づくりのために作成した飲食物・手づくり品の販売 

・内容： 【概要】こまちカフェ内スペースにて、子育て中の方を中心とした市民がつくった手づくり雑貨を販

売。地域の方の外出動機の創出につながり、また、子育て中の方々の得意が活きる場づくりにもつな

がっている。０か１ではない働き方（自宅にいながら働ける一つのスタイル）の提案の場にもなって

いる。 

【今年度の成果】 

通年のこまちカフェでの商品の販売のほか、「SDGｓ×ものづくり」をテーマとした商品企画の会を

行った。作家さんが社会や世界の課題を知り、「自分にできることはないか」を考える機会となった。

その結果、こまちぷらすオリジナル商品や各作家の SDGｓを取り入れた商品の販売が開始。また、

haco⁺の取り組みを講演する機会を頂き、1 月 16 日には静岡市において「生活者と SDGs～こまちぷ 

らすでの実践～」と題し、お話しをさせていただいた。 

さらに、来店のハードルを下げるべく、外部出店時に活用できる haco+紹介のポスターを新たに作成

するなど、広報面の強化も実施した。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：2 名 

・受益対象者：手づくり小物を地域でつくる方及び一般市民等、のべ 1500 名程度 

・支出額：1,151,491 円 

 



     

     店内のディスプレイの様子                作成したポスター 

 

 

 V. 地域の多様な主体が互いに連携・協働し、コミュニティの活性化を推進するためのコーディネート事業 

 

1．ウェルカムベビープロジェクト 

・内容：【概要】「子どもの誕生・子育てを歓迎する文化の醸成」を願い、出産祝いをまちの方々や企業商 

店の方々とつくり届ける事業を実施。事務局をヤマト運輸株式会社神奈川主管支店とともに務める。

横浜市こども青少年局後援事業。出産祝いは戸塚区及び鶴見区で出産した子育て世帯のうち、希望が

ある世帯へ無料で、ヤマト運輸株式会社が毎月およそ 70 件（戸塚区 50 件程、鶴見区 20 件程）届け

ている。プレゼントは選考会にて 4 人の選考委員により採択されたものが入る。このプロジェクトは

行政との連携により実施ができており、資金はすべて民間財源（協賛金や寄付）でまかなっている。

住民や企業商店等様々な人が子育てに関わるきっかけとなるよう設計し、その関りと連携により新た

な社会インフラ（子育てが豊かになっていくようなコト・モノ・サービス・制度）を生み出していく

ことも目指している。このプロジェクトからウェルカムベビープロジェクト支援自動販売機や、おむ

つ自動販売機等が開発され、産院とのプレママ・プレパパ教室の開催、保育園とのイベント等様々な

企画が生まれている。 

【今年度の成果】 

前年度に引き続き、戸塚区では、産院とのプレママ・プレパパ講座、保育園との 0 歳児親子の集いの

場を開催した。おむつ自動販売機が、大阪国際空港・都内にも設置され、神奈川県寒川町では自治体主

導での設置もあり、現在全国で 5 機が設置されている。 

戸塚区においては、秋以降「出産祝い」の箱詰めを、地域の人にも行っていただきたいと思い、イオン

スタイル東戸塚キッズリパブリック東戸塚店の広場にて、ヤマト運輸株式会社神奈川主管支店ととも

に、「みんなでお仕事体験」イベントを開催。親子を中心に、「プレゼントをつくる体験」「物流体験」

を通して、赤ちゃんのご家庭の届ける「出産祝い」の箱詰めを行い、メッセージカードを書いてもらい

同梱してお送りしている。また、とつか背守り会では、サービス付き高齢者向け住宅の食堂にて背守り

会を開催させていただき、サ高住の住民と地域の人が交流しながら背守りを縫う機会を2回実施した。 

4 月より鶴見区でのウェルカムベビープロジェクト開始。区役所や地域子育て支援拠点・地域施設の協



力もあり、徐々にお申込数も増加。つるみ背守り会では、高校生や高齢者が背守りを縫う活動に参加を

して下さるようになっている。 

平成 31 年度の出産祝いのプレゼント選考おいては、事前に産前の父母、0 歳児の父母へ一般投票を実

施。また、応募企業・団体ごとにプレゼンを行ってもらい、選考委員からのアドバイスもあり、「出産

祝い」について活発な意見交換がなされた。 

事業全体として、地域の人々により幅広く関わっていただけるよう努め、感動ある「出産祝い」になる

よう力を注いだ一年であった。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市を中心に、全国 

・従事者人員：4 名 

・受益対象者：戸塚区・鶴見区で生まれた赤ちゃんのご家庭の方、のべ 700 名程度 

企業、一般市民などおよそ 300 名、計のべ 1000 名程度 

・支出額：4,348,521 円 

 

   
 おむつ自動販売機                  背守り 

 

 

2．地域の居場所づくりと参画のデザイン 

・内容：【概要】カフェの場からまちの担い手が生まれる仕組みづくりを、日本財団の助成の助成を 2016 年から

3 年間受けて中間支援の NPO 法人 CR ファクトリーと共に実施。居場所におけるコーディネーターの

育成、活気のあるボランティア活動、それらを受益者負担のみならず地域負担（寄付・協賛）等でいか

に支えられるかを検討し、発信・展開する事業。 

【今年度の成果】 

こまちカフェでの「おしゃべり会」等への参加や「パートナー登録」などの様々な機会を通して、それ

ぞれが自分らしい生き方や「やってみたい」活動を考えられるよう、その仕掛けとなる工夫を「居場所

づくりコーディネーター」が担当し運営した。2018 年度は、42 名がパートナー登録し、新たに、不登

校・ひきこもり学齢期児童の家族向け事業(Ⅲの４既出)や商店会イベントに合わせた野菜販売などに参

加する形での、新しい活動が生まれた。また、こまちカフェ以外の地域や場の運営者や市民を対象とし



た「他地域への展開」にも力を入れ、神奈川県内、県外の様々な場所において本取り組みの紹介や講座

等を行った。様々な立場の人が地域課題を知り自分のアクションを考えるとつかフューチャーセッショ

ンを年３回開催。介護の分野より株式会社あおいけあ、子育ての分野では世界の妊産婦と助成の命と健

康を守るために活動している国際協力 NGO の JOICEP、障がいの分野では知的障がいをもつ人のため

の福祉型大学を運営するゆたかカレッジ代表の方を講師として呼び視野を広げながら、豊かな子育てに

必要な「寛容な社会」という土壌づくりに挑戦した。2019 年 3 月には、3 ヵ年の取り組みの報告会を開

催した。  

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 

・従事者人員：8 名 

・受益対象者： 乳幼児や学齢期の子どもを育て親、地域の方、商店、企業、支援者等 のべ 1163 名 

・支出額： 5,303,849 円 

    

       パートナーぷらす交流会                   フューチャーセッション 

 

 3．戸塚宿ほのぼの商和会事務局 

・内容：【概要】約 65 名の会員がいる戸塚の商店会の事務局を務める。その事務局機能をつとめながら、子育

てに必要なまちのインフラを考え提案をしている。 

【今年度の成果】 

     一年を通じて戸塚宿ほのぼの商和会事務局を運営。その中で新たな試みとして、トツカデー、ほのぼの

未来ワークショップ、バリアフリー研修・探検を開催した。 

定例会を年 11 回開催、懇親会年 6 回開催、会員向けの情報発信としてほのぼの便りを毎月 1 通作成

し、定例会の議事録などの情報共有をした。従来の連絡方法のメール、ファクスに加え、ラインでの情

報発信も行った。 

ホームページでは、新入会員を優先的に、店主の魅力を引き出す記事を年間 18 店舗掲載し、アクセス

数は年間 44,000 件を超えた。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区 

・従事者人員：3 名 

・受益対象者： 68 名 

・支出額：1,109,934 円 



 

     未来ワークショップの様子              区民市でのひとこま 

 

4. 「おしゃべり会」のデータベース化 

・内容：【概要】カフェやカフェの外で行う「おしゃべり会」（対話の場）で語られる言葉を、本人の了承を得

た上でデータベース化し、自分の語りや他者との対話を通した気づきと変容を可視化する。企業や地域

の施設・団体との連携によって、働いている人へのアプローチをし、ワーキングマザーが働きやすくな

るような施策にもつなげる。 

【今年度の成果】 

今年度は、コミュニケーション分野や保険関係の企業、消防署等からの依頼を得て、子育て・介護・障

がい・働き方・そのほかスペシャルニーズを「葉っぱ」の形に落とし込んだものをツールとして使いな

がら当事者のニーズを伝えた。聞こえないママまちプロジェクトの最後のこまちぷらす内の事業として、

消防署へ研修を実施した。実際にその後、聞こえない母親のところに研修を受けた消防隊員が行き、研

修内容が活かされていたことを知る等、ニーズの可視化と効果的に伝えていく重要性を認識した。また、

今年度は初めて中高生の声も直接拾い、思春期の親子のおしゃべり会を実施もした。 

・日時： 6 月 18/19 日、6 月 19 日、10 月 17 日、11 月 1 日、11 月 21 日 

・場所：神奈川県横浜市戸塚区 

・従事者人員：5 名 

・受益対象者： およそ 70 名 

・支出額：301,989 円 

 

5．横浜内の「コミュニティカフェ」の情報共有事業（横浜コミュニティカフェネットワーク世話人） 

・内容：【概要】横浜内のコミュニティカフェの情報共有のために活動をしている横浜コミュニティネットワ

ークの世話人の一人として代表が活動。 

【今年度の成果】 

コミュニティカフェの価値の可視化についての新たな手法についての勉強会開催や 12 月にはフォー

ラムを開催し、横浜でうまれつつある新たなコミュニティカフェの形を発信するほか、コミュニティ

カフェの価値の参加型評価等について発表。多くのコミュニティカフェ経営者や行政関係者、一般市

民等とともに情報共有をした。 

・日時：通年 

・場所：神奈川県横浜市 

・従事者人員：1 名 

・受益対象者：主に横浜市内のコミュニティカフェ実践者及び関心がある方等、50 名程度 



・支出額：0 円 

 

 

VI. 孤立しない社会をつくるためのまちづくり・啓発・提言事業 

講演やコラム発信等、起業への働きかけを実施 

 ・内容：【概要】講演や調査協力、機関誌寄稿を通した提言啓発を実施。 

【今年度の成果】みんなで話そう！横浜での子育てワイワイ会議実行委員会(※)のファシリテータ

ー、サブファシリテータ―を務めるほか、行政関係者、中間支援、市民団体の方、企業、学生等向け

にこまちぷらすの活動やカフェでの実践等について話し、ビジョンの普及啓発に努めた。また、キッ

ズスペースの監修を通して、子育てしやすい環境提言等を実施。 

 ・日時：5 月 19 日、5 月 24 日、5 月 27 日、5 月 29 日、5 月 31 日、6 月 5 日、7 月 19 日、8 月 31 日、 

9 月 6 日、10 月 6 日、10 月 24 日、11 月 7 日、11 月 23 日、11 月 29 日、12 月 5 日、1 月 16 日、 

2 月 5 日、2 月 9 日、2 月 28 日、2 月 22 日、3 月 16 日、3 月 25 日、全 22 回 

及び、「みんなで話そう！横浜での子育てワイワイ会議実行委員会」6 回 

計 28 回 

 ・場所：神奈川県、東京都、福岡県等 

 ・従事者人員：10 名 

 ・受益対象者：行政、団体や居場所運営者、育休中社員、子育て中の親、学生等およそ 850 名程度 

 ・支出額：970,248 円 

 

  

 


